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お出かけは米子鬼太郎空港から！！
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2020年10月24日㈯
ご搭乗分まで発売中！

日帰りでも東京滞在約12時間！！

米子鬼太郎空港から

世界が広がる！世界とつながる！
米子鬼太郎空港から

世界が広がる！世界とつながる！
米子鬼太郎空港から

世界が広がる！世界とつながる！
 7:20 ～  8:40

 8:45 ～ 10:05

11:35 ～ 13:00

14:35 ～ 16:00

17:00 ～ 18:30

20:45 ～ 22:15

羽田空港米子鬼太郎空港 米子鬼太郎空港
2020年3月29日～2020年5月31日
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　サヨリは、スマートで背部は青緑色、腹部は銀
色に輝き、サンマと似た体形をしていますが、下
あごが長く突き出ているのが特徴です。鮮度の良
いものは、この下あごの先端が朱色をしています。
　味は程よく脂が
のった上品な白身
で、春のものは非
常においしく、境港
でも春に水揚げさ
れます。

2 0 2 0 .  4 月〈  N o . 6 0 6  〉

　

高
度
衛
生
管
理
型
市
場
と
し
て
新
築
工
事
が
進
め
ら
れ
て

い
る
鳥
取
県
営
境
港
水
産
物
地
方
卸
売
市
場
の
中
で
、
す
で

に
供
用
が
始
ま
っ
て
い
る
陸
送
上
屋
敷
地
の
一
角
に
「
魚
類

感
謝
之
塔
」
が
完
成
。
３
月
25
日
に
お
披
露
目
の
セ
レ
モ
ニ

ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

高度衛生管理型市場として運用されている陸送上屋敷地の一角
に建立された魚類感謝之塔のセレモニー＝3月25日

中国四国農政局経営・事業支援部の田村仁部長（右）
から賞状を受け取る岡空晴夫社長＝同社茶房蔵や

境港市周辺の水産加工会社を紹介

　
魚
類
感
謝
之
塔
は
、
境
港

市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
水
産

業
が
末
永
く
健
全
に
発
展
し

て
い
く
た
め
に
、
そ
の
原
点

で
あ
る
豊
漁
と
貴
重
な
海
の

恵
み
が
永
久
に
続
く
こ
と
を

祈
願
す
る
と
共
に
、
そ
の
資

源
を
い
た
だ
く
こ
と
に
感
謝

の
意
を
込
め
て
建
立
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　
費
用
は
約
８
０
０
万
円
。

建
立
に
あ
た
っ
て
は
、
市
内

の
水
産
業
界
な
ど
か
ら
多
く

の
寄
付
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
サ
イ
ズ
は
タ
テ
・
ヨ
コ
が

３
㍍
四
方
で
、高
さ
は
約
１
・

６
㍍
。
正
面
に
市
場
の
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
が
彫
ら
れ
、
マ

グ
ロ
や
ブ
リ
、
ア
ジ
、
サ
バ
、

イ
ワ
シ
、
ヒ
ラ
メ
、
イ
カ
、

松
葉
ガ
ニ
、
ベ
ニ
ズ
ワ
イ
ガ

ニ
と
い
っ
た
全
９
魚
種
の
魚

類
ブ
ロ
ン
ズ
レ
リ
ー
フ
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
セ
レ
モ
ニ
ー
当
日
は
塔
の

除
幕
が
行
わ
れ
、
多
く
の
関

係
者
が
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　
境
港
市
産
地
協
議
会(

島

谷
憲
司
会
長)

は
、
こ
の
た

び
「
境
港
水
産
加
工
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
２
０
２
０
」
を
発
行

し
ま
し
た
。
た
だ
い
ま
、
境

港
市
観
光
案
内
所（
大
正
町
）

な
ど
で
無
料
配
布
中
で
す
。

　
同
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
、
Ａ

４
判
・
38
ペ
ー
ジ
で
、
境
港

市
内
を
中
心
と
し
た
29
の
水

産
加
工
会
社
を
主
力
商
品
の

写
真
と
と
も
に
紹
介
。
ほ
か

に
も
、「
旬
の
お
さ
か
な
カ

レ
ン
ダ
ー
」「
境
港
市
内
の

魚
食
イ
ベ
ン
ト
」「
み
ん
な

で
選
ぶ
境
港
の
水
産
加
工
大

賞
」「
境
港
高
度
衛
生
管
理

型
新
市
場
」
な
ど
、
魚
に
関

す
る
各
種
情
報
を
伝
え
る
ペ

ー
ジ
も
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
同
協
議
会
事

務
局(

境
港
市
水
産
商
工
課

内
・
☎
47
︱
１
０
５
５)

へ
。

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

境

　
　港

水
産
加
工

市
内
各
所
で
無
料
配
布
中
境　港　市
産地協議会

魚
類
感
謝
之
塔
が
完
成

全
９
種
類
の
魚
類
ブ
ロ
ン
ズ
レ
リ
ー
フ
も

　「
令
和
元
年
度
輸
出
に
取

り
組
む
優
良
事
業
者
表
彰
」

の
中
国
四
国
農
政
局
長
賞
を

千
代
む
す
び
酒
造
㈱(

大
正

町
、
岡
空
晴
夫
社
長)

が
受

賞
。３
月
５
日
に
同
社
の「
茶

房 

蔵
や
」
で
表
彰
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
同
社
の
受
賞
理
由
は
、
日

本
酒
を
中
心
と
し
た
輸
出
に

取
り
組
み
、
輸
出
先
国
を
拡

大
す
る
こ
と
で
、
酒
米
を
生

産
す
る
地
元
農
家
の
発
展
や

雇
用
創
出
な
ど
、
地
域
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
事
業
展
開

を
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

　
１
９
９
５
年
か
ら
同
社
は

輸
出
を
開
始
し
、
現
在
は
米

国
、
韓
国
、
中
国
を
中
心
に

20
カ
国
へ
日
本
酒
、
焼
酎
、

ジ
ン
な
ど
を
輸
出
。
韓
国
で

は
、
環
日
本
海
定
期
貨
客
船

の
境
港
就
航
を
き
っ
か
け
に
、

自
社
１
０
０
㌫
出
資
の
現
地

法
人
を
２
０
０
９
年
に
設
立

し
、
全
国
30
社
の
酒
蔵
の
商

品
も
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

　
岡
空
社
長
は
「
受
賞
は
名

誉
な
こ
と
で
、
と
て
も
う
れ

し
い
で
す
。
１
５
０
年
続
い

た
当
社
を
小
さ
く
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
の
で
、
買
っ
て

い
た
だ
け
る
場
所
が
あ
れ
ば
、

ど
こ
へ
で
も
行
く
。
輸
出
に

力
を
入
れ
た
の
は
、
そ
ん
な

思
い
か
ら
で
し
た
」
と
感
想

を
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
こ
れ
か
ら
は
、

現
地
の
料
理
を
提
供
す
る
レ

ス
ト
ラ
ン
に
も
売
り
込
ん
で

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

日
本
酒
の
ほ
か
に
焼
酎
や
ジ

ン
な
ど
も
提
案
し
た
い
」
と

意
欲
的
で
す
。

　
同
表
彰
は
農
林
水
産
大
臣

賞
、
食
料
産
業
局
長
賞
と
農

政
局
長
賞
が
あ
り
、
同
農
政

局
長
賞
で
は
、
ほ
か
に
㈱
坂

東
食
品(

徳
島
県
上
勝
町)

が

受
賞
し
て
い
ま
す
。

中国四国農政局長賞を受賞
ー 千代むすび酒造 ー

輸出に取り組む優良事業者表彰

サヨリ(針魚)

資料提供：(一社)境港水産振興協会
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　写真は町村合併で境港市が誕生する前の旧渡村にあった中学校の
正面玄関と校舎の一部です。1958(昭和33)年、当時廃校となってい
たこの校舎を鳥取缶詰が買い受け、加工場として改修する直前に撮影
された1枚です。
　私が鳥取缶詰に入社したのは1957(昭和32)年4月、20歳の時でした。
入社と同時期にこの建物を加工場に改造することになり、その改造作
業のメンバーに加えられました。
　皆で力を合わせ、1958年度内に操業するという目標を何とか達成し
ました。これが旧第２工場です。この仕事が私の社会人としての最初
の仕事となりました。1964(昭和39)年には、即席麺メーカーの山陰
地区の協力工場として生産ラインを設置。この仕事を終えて第２工場
から第１工場に転属となりました。
　それ以後、いろいろな仕事や出来事に出合って来ましたが、この第
２工場の勤務時代に、製造業としての宿命ともいえるコスト削減のた
めの合理化、そのための改革と改善策を常に考え、現実化して行くこ
とがいかに大切かを学んだように思います。この一枚の写真が、勤続
60有余年の原点たるゆえんであります。
　20歳で鳥取缶詰に入社し、長靴を履き前掛けをして、女子従業員
の多かった職場で、現場一筋に仕事をしてきた私にとって種々の事情
があったにしても、まさか㈱大昇食品を経営することになるとは思い
もしませんでした。
　時に70歳、身内は当然のことながら猛反対。世間では「廣瀬は狂
ったのではないか」と
噂しました。ましてや、
その10年後の80歳で
古巣・鳥取缶詰の経
営を担うことになると
は、世の中どうなって
いるのか、私にも考え
が及びませんでした。
　今、人生を冷静に
振り返ってみるに、私
に特別な才能や知識
があるわけではなし、
ただ言えることは、鳥取缶詰に入社して、板倉周二社長と出会った
ことが公私に渡り、その後の人生に大きく影響したことは確かです。
親、兄弟に勝るとも劣らぬ恩義を受けたことは、決して忘れること
はできません。
　良き職場の先輩、同僚、また機械、電気、設備、装置など、その
道のエキスパートの人達にも恵まれ、知恵を借りながら皆さんに助け
られ、仕事ができたことが今の私を育ててくれたと思います。この人
たちとの出会いに心から感謝し、生涯大切にしなければと思っています。
　「人は生まれながらにして、自分でもわからない運命というものがあ
るのかもしれない」と思う今日この頃です。(談)

思い出写真館〝あのころ〟の1枚 49

運命に導かれて社長に就任
境港商工会議所 常議員  廣瀨 直氏

　「思い出写真館」は、境港商工会議所役員・議員の〝あのころ〟の
写真をご紹介しています。今回は、常議員・廣瀨直

ただし

氏(鳥取缶詰㈱・
代表取締役、82歳)の１枚です。

ファーストシューズの贈呈式を見守る能勢
忠敏社長（右から2人目）＝境港市役所

山陰アシックス
工　　　　　業

創
立
50
周
年
で

フ
ァ
ー
ス
ト
シ
ュ
ー
ズ
贈
呈

市
内
新
生
児
へ

　
山
陰
ア
シ
ッ
ク
ス
工
業
㈱

(

渡
町
、
能
勢
忠
敏
社
長)

は

境
港
市
を
通
じ
て
、
市
内
の

新
生
児
に
「
フ
ァ
ー
ス
ト
シ

ュ
ー
ズ
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

て
い
ま
す
。

　
最
初
の
対
象
者
と
な
っ
た

鳥取缶詰に改修される直前の中学校跡

赤
ち
ゃ
ん
へ
の
贈
呈
式
は
２

月
29
日
、
能
勢
社
長
ら
が
立

会
う
中
で
実
施
。
市
内
上
道

町
在
住
の
足
立
直
也
さ
ん
と

和
美
さ
ん
の
長
男
で
元
日
に

生
ま
れ
た
大
樹
ち
ゃ
ん
に
中

村
勝
治
・
境
港
市
長
か
ら
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　
同
シ
ュ
ー
ズ
は
境
港
市
に

生
ま
れ
、
市
に
最
初
の
住
民

登
録
を
し
た
赤
ち
ゃ
ん
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
す
る
も
の
。
サ
イ

ズ
は
13
㌢(

１
歳
用)

で
、
白

色
。
高
級
感
の
あ
る
天
然
皮

を
使
い
、
着
脱
は
ベ
ル
ト
タ

イ
プ
で
す
。
シ
ュ
ー
ズ
の
側

面
に
は
「
ア
シ
ッ
ク
ス
ス
ト

ラ
イ
プ
」
の
型
押
し
が
入
り
、

希
望
者
に
は
名
前
と
誕
生
日

を
刺
繍
し
ま
す
。

　
同
社
は
１
９
６
９(

昭
和

44)
年
の
創
業
か
ら
昨
年
で

50
年
が
経
過
。「
企
業
は
利

益
だ
け
で
な
く
、
地
域
社
会

に
貢
献
し
な
け
れ
ば
」
と
の

ア
シ
ッ
ク
ス
創
業
者
・
鬼
塚

喜
八
郎
氏
の
言
葉
に
従
い
、

地
域
貢
献
に
つ
な
が
る
事
業

を
検
討
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
、
欧
州

で
は
赤
ち
ゃ
ん
が
初
め
て
履

い
た
靴
を
玄
関
に
飾
っ
て
お

く
と
幸
せ
が
訪
れ
る
と
言
わ

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
ヒ
ン

ト
に
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
フ
ァ

ー
ス
ト
シ
ュ
ー
ズ
を
市
内
新

生
児
に
贈
呈
す
る
こ
と
を
決

め
た
も
の
で
す
。

　
能
勢
社
長
は
「
50
年
間
、

地
域
に
支
え
て
い
た
だ
い
た

こ
と
へ
の
感
謝
と
、
次
の
50

年
に
向
け
た
記
念
の
事
業
で

　
国
は
、
小
規
模
事
業
者
な

ど
が
地
域
の
商
工
会
議
所
、

ま
た
は
商
工
会
の
助
言
な
ど

を
受
け
て
経
営
計
画
を
作
成

し
、
そ
の
計
画
に
沿
っ
て
地

道
な
販
路
開
拓
な
ど
に
取
り

組
む
費
用
の
３
分
の
２
を
補

助
す
る
「
小
規
模
事
業
者
持

続
化
補
助
金
」
の
公
募
を
行

っ
て
い
ま
す
。
補
助
金
額
の

上
限
は
50
万
円
で
す
。

　
な
お
、
今
回
の
公
募
に
あ

た
っ
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
経
営

上
の
影
響(

従
業
員
ら
の
罹

患
に
よ
る
直
接
的
な
影
響
や

感
染
症
に
起
因
し
た
売
り
上

げ
減
少
に
よ
る
間
接
的
な
影

響)

を
受
け
な
が
ら
も
販
路

開
拓
な
ど
に
取
り
組
む
事
業

者
、
生
産
性
向
上
の
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
事
業
者
な

ど
に
対
し
て
、
重
点
的
な
支

援
が
あ
り
ま
す
。

　
募
集
期
限
は
、
▽
６
月
５

日
㈮(

当
日
消
印
有
効)

▽
10

月
２
日
㈮(

当
日
消
印
有
効)

▽
２
月
５
日
㈮(

当
日
消
印
有

効)

︱
で
、
期
限
ご
と
に
毎

回
審
査
・
採
択
が
行
わ
れ
ま

す
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
相
談
課(

☎
44
︱
１
１

１
１)

へ
。

た
だ
い
ま
応
募
受
け
付
け
中

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金

　同店の前を通りがかると、お店の奥に不思議な形をした椅子があ
るのが見えます。この椅子は戸田さんが松江市の造形作家・藤田丈

じょう

氏に制作を依頼し、ことし２月に設置したものです。戸田さんは「お
店に置けるもので、座り心地がよく、
インテリアにもなるものが欲しいと思
い、藤田先生にお願いしました」と
話しました。
　藤田氏は、デザインを練り上げる
ために、何度もお店に足を運んでい
ます。「椅子の上部には、ワンポイン
トに良いと思い、野菊の花柄を描い
てもらいました。雰囲気に合った、お
しゃれな椅子ができました」と話す
戸田さん。
　椅子は木で作られていますが、ク
ッションを置かずに座っても硬さを感
じない不思議な座り心地です。
　「通りがかったお客さんに『座って
みて』と声をかけたりします。座り心地の良さに皆さん驚かれます。
とても面白い椅子ですので、ぜひ一度見に来てください」とアピー
ルする戸田さんでした。
　詳しくは、同店(☎42－２７４８)にお問い合わせください。

　ウインドショップとだ(松ヶ枝町、戸田幸
さち

保
ほ

店主)は、水木し
げるロード沿いにあるみやげ物店です。今回の企業探訪は、同
店に登場していただきます。

Part

44企業探訪企業探訪企業探訪
木製なのに硬くない椅子

―  ウインドショップとだ ―

お客様の休憩に

鬼太郎グッズに囲まれる
藤田丈氏作の椅子

す
。
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
を

み
ん
な
で
見
守
る
優
し
い
境

港
市
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
そ

の
お
手
伝
い
が
で
き
る
こ
と

に
感
謝
し
た
い
で
す
」
と
述

べ
ま
し
た
。

　
フ
ァ
ー
ス
ト
シ
ュ
ー
ズ
に

つ
い
て
、
詳
し
く
は
境
港
市

健
康
推
進
課(

☎
47
︱
１
０

４
２)

へ
。

2
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•
•
•
•
•
•
•
•
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•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
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•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
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•
•
•
•
•
•
•
•
•

「柘榴」の室内にあるオブジェ（大山を背に北前船
が美保関に向かう様子）を紹介する定秀陽介専務

同社の前に立つ景山剛社長

　
鳥
取
県
は
、「
鳥
取
県
外
国

人
観
光
客
倍
増
促
進
補
助
金
」

の
公
募
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
同
補
助
金
は
、
県
内
民
間

事
業
者
が
外
国
人
観
光
客
の

受
入
環
境
を
自
主
的
に
整
備

　
色
と
り
ど
り
の
花
が
咲
き

誇
る
こ
の
季
節
、
お
庭
で
の

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
や
鉢
植
え
な

ど
を
楽
し
ん
で
い
る
人
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
の
大
切
に
育
て
て
い
る

す
る
こ
と
で
、
国
際
リ
ゾ
ー

ト
地
と
し
て
の
鳥
取
県
の
魅

力
を
向
上
さ
せ
て
、
鳥
取
県

を
訪
れ
る
外
国
人
観
光
客
の

増
加
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
補
助
率

は
２
分
の
１
で
、
上
限
は
１

０
０
万
円
で
す
。

　
補
助
対
象
と
な
る
経
費
は

▽
外
国
語
表
記
に
よ
る
案
内

看
板
の
作
成
お
よ
び
設
置
に

要
す
る
経
費
▽
外
国
人
観
光

客
受
け
入
れ
の
た
め
の
研
修

会
の
開
催
に
要
す
る
経
費
▽

外
国
語
案
内
ツ
ー
ル
の
整
備

に
要
す
る
経
費
▽
音
声
翻
訳

花
の
美
し
さ
を
よ
り
引
き
立

て
る
こ
と
が
で
き
る
「
杉
の

プ
ラ
ン
タ
ー
カ
バ
ー
」。
杉

の
半
円
ロ
グ
材(

ロ
グ
ハ
ウ

ス
用
の
丸
太
材)

で
作
る
こ

の
プ
ラ
ン
タ
ー
カ
バ
ー
は
、

素
朴
な
木
目
が
ナ
チ
ュ
ラ
ル

な
テ
イ
ス
ト
を
演
出
し
ま
す
。

　
も
と
も
と
、
木
造
住
宅
の

を
行
う
た
め
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
機
な
ど
の
整
備
に
要
す

る
経
費
▽
施
設
案
内
外
国
語

表
記
看
板
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
及
び
電
子
マ
ネ
ー
対
応

機
器
お
よ
び
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
機
器

な
ど
の
設
置
▽
免
税
店
開
設

な
ど
に
要
す
る
経
費
▽
災
害

時
に
お
け
る
外
国
人
観
光
客

対
応
に
要
す
る
経
費
︱
な
ど

で
す
。

　
同
補
助
金
に
つ
い
て
、
詳

し
く
は
鳥
取
県
観
光
戦
略
課

(

☎
０
８
５
７
︱
26
︱
７
２
３

９)

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

建
築
の
際
に
で
き
る
材
木
の

端
材
を
有
効
的
に
使
え
な
い

か
と
、
同
社
も
所
属
す
る
大

山
プ
レ
カ
ッ
ト
協
業
組
合

(

大
山
町)

が
発
案
し
た
も

の
で
、
主
に
鳥
取
県
産
材
の

杉
を
使
用
。
資
源
を
守
り
、

環
境
破
壊
を
食
い
止
め
る
一

我が社

の一品
我が社

の一品

高
野
産
業

杉
の
プ
ラ
ン
タ
ー
カ
バ
ー

　
同
社
は
、
国
登
録
文
化
財

の
美
保
館
本
館(

朝
食
・
宴

会
場)

と
新
館(

宿
泊)

の
ほ

か
、
美
保
関
町
内
に
多
く
の

古
民
家
を
所
有
し
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
の
３
軒
を
リ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
。
同
旅
館
の
離
れ

を
含
め
た
４
軒
を
古
民
家
群

と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

　
同
社
の
古
民
家
群
の
あ
ら

ま
し
は
、
次
の
通
り
で
す
。

柘
榴(

ざ
く
ろ)

　
１
９
１
２

(
大
正
元)

年
に
建
築
さ
れ

た
、
海
を
一
望
で
き
る
貸
し

切
り
宿
。
大
木
を
多
用
し
た

重
厚
な
造
り
が
特
徴
で
、
２

階
に
は
島
根
大
学
の
学
生
が

手
掛
け
た
リ
ビ
ン
グ
・
ロ
ビ

ー
の
ス
ペ
ー
ス
や
和
室
が
あ

り
ま
す
。
20
人
近
い
宿
泊
が

可
能
で
す
。

月
那(

つ
き
な)

　
明
治
か
ら

大
正
期
に
旅
館
と
し
て
建
て

ら
れ
た
美
保
館
別
館
を
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
貸
し
切
り

の
古
民
家
宿
。
地
元
学
生
と

地
元
庭
師
が
手
掛
け
た
庭
を

見
な
が
ら
入
浴
で
き
る
内
風

呂
を
新
設
し
、
美
保
館
古
民

家
群
で
は
唯
一
の
ベ
ッ
ド
仕

様
と
な
っ
て
い
ま
す
。
構
造

は
、
ほ
ぼ
建
築
当
時
の
ま
ま

で
、
宿
全
体
の
雰
囲
気
は
、

「
安
土
桃
山
時
代
」
を
イ
メ

ー
ジ
し
た
朱
色
が
基
調
と
な

る
落
ち
着
い
た
デ
ザ
イ
ン
で

す
。

離
れ
　
昭
和
初
期
に
旅
館
と

し
て
建
て
ら
れ
、
２
０
０
２

(

平
成
14)

年
に
国
登
録
有

形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
宿
。

24
畳
の
広
い
本
間
と
９
畳
の

個
室
が
廊
下
を
挟
ん
で
設
け

ら
れ
、
２
世
帯
程
度
の
宿
泊

も
で
き
ま
す
。

神
邑(

か
み
む
ら)

　
明
治
に

建
て
ら
れ
た
船
宿
・
神
村
屋
。

漁
師
町
独
特
の
細
長
い
一
軒

家
を
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
に
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。
古

い
梁
や
柱
を
活
か
し
た
モ
ダ

ン
な
デ
ザ
イ
ン
で
、
四
つ
の

客
室
は
す
べ
て
個
室
で
す
。

　
定
秀
専
務
は
、「
当
社
の

所
有
す
る
古
民
家
の
一
つ
を

解
体
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
決

意
し
ま
し
た
。
古
民
家
群
の

宿
は
、
ほ
か
の
人
を
気
に
す

る
こ
と
な
く
、
ゆ
っ
た
り
と

美
保
関
時
間
を
過
ご
せ
ま

す
」
と
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
美
保
館(

☎

０
８
５
２
︱
73
︱
０
１
１
１)

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

だ
け
で
な
く
、
中
・
四
国
各

県
の
防
災
無
線
や
消
防
無
線

を
手
掛
け
て
い
ま
す
。

　
景
山
社
長
は
「
設
計
会
社

か
ら
の
依
頼
で
、
無
線
シ
ス

テ
ム
の
設
計
支
援
も
行
っ
て

い
ま
す
。
自
分
で
構
築
し
た

シ
ス
テ
ム
が
運
用
さ
れ
て
、

お
客
様
に
感
謝
さ
れ
た
時
の

達
成
感
は
素
晴
ら
し
い
も
の

で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、「
こ

の
会
社
が
20
年
以

上
続
け
て
こ
ら
れ

た
の
は
、
お
客
様

か
ら
の
信
用
が
あ

っ
た
か
ら
。
今
後

も
引
き
続
き
、
お

客
様
を
大
事
に
し

　
同
社
は
１
９
９
１
年
、
大

亜
通
信
工
業
㈱(

渡
町
、
持

田
浩
社
長)

の
有
線
部
門
と

無
線
部
門
の
う
ち
、
無
線
部

門
を
分
け
る
形
で
設
立
し
ま

し
た
。
主
に
防
災
無
線
の
設

計
、
施
工
、
保
守
を
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
提
供
し
て
い
る
会

社
で
す
。

　「
皆
さ
ん
が
普
段
、
耳
に

さ
れ
る
市
町
村
の
防
災
無
線

や
、
県
と
県
内
の
関
係
機
関

を
相
互
に
結
ぶ
防
災
無
線
・

Ｊ
︱
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ(

ジ
ェ
イ

・
ア
ラ
ー
ト)

設
備
を
取
り

扱
っ
て
い
ま
す
」
と
話
す
景

山
社
長
。

　
顧
客
は
官
公
庁
が
ほ
ぼ
１

０
０
％
で
す
が
、
山
陰
両
県

て
仕
事
を
し
て
い
き
た
い

で
す
。
ま
た
、
５
Ｇ(

第

５
世
代
移
動
通
信
シ
ス
テ

ム)

な
ど
の
新
し
い
技
術

に
乗
り
遅
れ
な
い
よ
う
、

社
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

は
か
り
な
が
ら
、
販
路
を

拡
げ
て
い
き
た
い
」
と
話

す
景
山
社
長
で
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
社(

☎

45
︱
６
６
５
２)

へ
。

社長就任から１年
ー ラコム ー

境港商議所

会会のの員員今今46

　

㈱
ラ
コ
ム(

渡
町
、
景
山

剛
社
長)

は
、
昨
年
３
月
に

景
山
社
長
が
就
任
し
て
か

ら
１
年
が
経
ち
ま
し
た
。

　

今
回
の
「
会
員
の
今
」

は
同
社
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

助
に
も
な
る
地
球
に
や
さ
し

い
エ
コ
ロ
ジ
ー
な
製
品
で
す
。

　
さ
ら
に
、
市
販
の
プ
ラ
ン

タ
ー
が
ス
ッ
ポ
リ
収
ま
る
サ

イ
ズ
感
も
う
れ
し
い
一
品
。

希
望
が
あ
れ
ば
、
防
腐
加
工

に
も
対
応
し
ま
す
。

　
ウ
ッ
デ
ィ
ー
で
温
か
み
の

あ
る
デ
ザ
イ
ン
と
、
木
の
持

つ
癒
し
や
安
ら
ぎ
を
感
じ
て

ス
ト
レ
ス
も
和
ら
ぎ
そ
う
な

プ
ラ
ン
タ
ー
カ
バ
ー
で
、
季

節
の
花
々
を
楽
し
み
ま
せ
ん

か
。

　
杉
の
プ
ラ
ン
タ
ー
カ
バ
ー

に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
高
野

産
業(

☎
33
︱
４
７
６
１)

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ち
ょ
っ
と拝 見

美　保　館

ゆ
っ
た
り
と
し
た
旅
を
演
出

古
民
家
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

　

国
登
録
文
化
財
の
旅
館
・
美
保
館
を
経
営
す
る
㈲
美
保
館

(

松
江
市
美
保
関
町
、
定
秀
哲
也
社
長)

は
、
こ
の
た
び
青
石

畳
通
り
沿
い
に
所
有
す
る
古
民
家
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン(

改

修)

し
、
宿
泊
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
今
回
の

「
ち
ょ
っ
と
拝
見
」
は
、
同
社
の
定
秀
陽
介
専
務
に
新
し
く

誕
生
し
た
宿
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

　

境
港
商
工
会
議
所
会
員
事
業
所
の
一
押
し
商
品
を
ご
紹
介

す
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。
今
回
は
、
高
野
産
業
㈲(

米
子
市
祇
園

町
、
高
野
誠
司
社
長)

の
「
杉
の
プ
ラ
ン
タ
ー
カ
バ
ー
」
で
す
。

県内への訪日客誘致に力

ー 鳥　取　県 ー

倍増促進補助金外国人
観光客

木の温もりが花の美しさを引き立てる

3
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鳥取県新型コロナウイルス感染症対策本部会議で
あいさつする平井伸治・鳥取県知事（中央）

　
鳥
取
県
は
、「
鳥
取
県
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
本
部
」
を
設
置
し
、
県

民
の
安
心
と
健
康
を
守
る
た

め
、
総
合
的
な
対
策
を
実
施

中
で
す
。

　
同
対
策
本
部
は
、
中
小
企

業
向
け
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談

窓
口
を
設
置
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
経
営
課

題
な
ど
に
関
す
る
相
談
に
、

商
工
団
体
、
信
用
保
証
協
会
、

県
が
共
同
し
て
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
応
じ
て
い
ま
す
。

　
実
施
内
容
は
▽
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

に
伴
う
経
営
上
の
相
談
へ
の

対
応
▽
国
・
県
の
支
援
策
の

情
報
提
供
▽
労
働
者
か
ら
の

相
談
へ
の
対
応
︱
な
ど
で
す
。

　
同
相
談
窓
口
は
▽
鳥
取
商

工
会
議
所(

鳥
取
市
本
町
、

☎
０
８
５
７
︱
26
︱
６
６
６

６)
▽
倉
吉
商
工
会
議
所

(
倉
吉
市
明
治
町
、
☎
０
８

５
８
︱
22
︱
２
１
９
１)

▽

米
子
商
工
会
議
所(

米
子
市

加
茂
町
、☎
22
︱
５
１
３
１)

︱
に
設
置
さ
れ
、
平
日
の
午

前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

相
談
対
応
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
土
・
日
曜
日
、
祝
日

は
、
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
５
時
15
分
ま
で
、
鳥
取
県

商
工
労
働
部(

フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル
：
０
１
２
０
︱
８
３
３

︱
８
７
７)

が
鳥
取
県
よ
ろ

ず
支
援
拠
点
と
連
携
し
た
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
を
開
設
。

　
同
じ
く
、
鳥
取
県
信
用
保

証
協
会(

☎
０
８
５
７
︱
26

︱
６
６
３
２)

も
午
前
９
時

か
ら
午
後
５
時
ま
で
、
電
話

で
対
応
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
同
商
工
労
働

部
企
業
支
援
課(

☎
０
８
５

７
︱
26
︱
７
２
１
７)

に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

鳥　取　県

新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
策

中
小
企
業
向
け
に
特
別
相
談
窓
口

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応

新型コロナウイルス対策特集

　
厚
生
労
働
省
は
、
経
済
上

の
理
由
で
事
業
活
動
の
縮
小

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
事
業
主

が
一
時
的
に
休
業
や
教
育
訓

練
な
ど
を
行
い
、
労
働
者
の

雇
用
維
持
を
図
っ
た
場
合
、

雇
用
調
整
助
成
金
と
し
て
休

業
手
当
な
ど
の
一
部
を
助
成

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
観
光
客
の
減

　
経
済
産
業
省
は
、
生
産
性

革
命
推
進
事
業
と
位
置
付
け

る
▽
も
の
づ
く
り
・
商
業
・

サ
ー
ビ
ス
補
助
▽
小
規
模
事

業
者
持
続
化
補
助
▽
Ｉ
Ｔ
導

入
補
助
︱
の
審
査
で
、
新
型

少
、
部
品
の
調
達
・
供
給
の

停
滞
、
市
民
活
動
の
自
粛
な

ど
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
業
績
が
悪
化
し
て
い
る

全
産
業
の
雇
用
保
険
適
用
事

業
所
を
対
象
に
受
給
要
件
な

ど
が
緩
和
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
米
子(

☎
33
︱
３
９
１
１)

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
を
受
け
な
が
ら
も
生
産

性
向
上
に
取
り
組
む
事
業
者

に
加
点
措
置
を
講
じ
ま
す
。

　
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
棄

損
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
の

設
備
投
資
や
販
路
開
拓
、
事

業
継
続
力
強
化
に
資
す
る
テ

レ
ワ
ー
ク
ツ
ー
ル
の
導
入
な

ど
に
取
り
組
む
事
業
者
を
優

先
的
に
支
援
す
る
も
の
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
中
小
企
業
基

盤
整
備
機
構
生
産
性
革
命
推

進
事
業
室(

☎
03
︱
６
４
５

９
︱
０
８
６
６)

へ
。

新型コロナウイルス

対抗の取り組み支援
生産性革命推進事業

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
も

受
給
要
件
が
緩
和

雇
用
調
整
助
成
金

　
鳥
取
県
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を

受
け
て
、
業
績
が
悪
化
し
た

事
業
者
な
ど
に
対
す
る
特
別

金
融
支
援
を
実
施
。
設
備
・

運
転
資
金
を
５
年
間
０
・
７

㌫(

固
定
金
利)

・
無
保
証

料
で
提
供
し
ま
す
。

　
対
象
者
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
影
響
を
受

け
た
中
小
企
業
な
ど
の
事
業

者
で
▽
最
近
３
カ
月
間
の
売

り
上
げ
、
ま
た
は
販
売
数
量

が
前
年
同
期
の
売
り
上
げ
な

ど
に
比
べ
、
５
㌫
以
上
減
少

し
て
い
る
者
▽
最
近
１
カ
月

の
売
上
高
な
ど
が
前
年
同
月

に
比
べ
５
㌫
以
上
減
少
し
、

か
つ
そ
の
後
の
２
カ
月
間
を

含
む
３
カ
月
間
の
売
り
上
げ

な
ど
が
前
年
同
期
に
比
べ
５

㌫
以
上
減
少
す
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
る
者
︱
な
ど
で
す
。

　
同
融
資
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
。

融
資
期
間
　
10
年
以
内(

据

え
置
き
３
年
以
内
含
む)

融
資
利
率
　
年
１
・
43
㌫

(

変
動
金
利)

、
借
り
入
れ
後

の
５
年
間
は
０
・
７
㌫(

固

定
金
利)

融
資
限
度
額
　
２
億
８
０
０

０
万
円

保
証
料
率
　
０
・
23
㌫
～

０
・
68
㌫(

９
段
階)

で
、

借
り
入
れ
後
の
５
年
間
は

無
料

申
込
期
限
　
６
月
30
日
㈫

　
さ
ら
に
、
売
上
高
な
ど

が
15
㌫
以
上
減
少
し
た
事

業
者
は
、
当
初
３
年
間
無

利
子
化
さ
れ
ま
す(

こ
と

し
２
月
14
日
以
降
の
利
子

負
担
か
ら
適
用)

。

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工

会
議
所
相
談
課(

☎
44
︱

１
１
１
１)

に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

申込期限は6月30日

新型コロナ
ウイルス対策特別金融支援

ー 鳥　取　県 ー

　国は、新型コロナウイルス感染症の影響を受ける事業者に対して、緊

急対応策を行っています。

　同対応策のあらましは、次の通りです。

 信用保証(セーフティネット保証４号・５号)
　経営の安定に支障が生じている中小事業者を一般保証(最大2億8000

万円)とは別枠の保証の対象とする資金繰り支援制度を実施しています。

　セーフティネット保証４号は全国47都道府県を対象に借入債務の100％

を保証します。５号は影響を受けている業種について、借入債務80％を

保証。セーフティネット保証とはさらに別枠で、危機関連保証として全国・

全業種(保証対象業種に限定)を対象に100％保証もあります。

 融資(日本政策金融公庫などで実施)
新型コロナウイルス感染症特別貸付
　日本政策金融公庫などは、新型コロナウイルス感染症による影響を受

け、業況が悪化した事業者(事業性のあるフリーランスを含む)に対し、

融資枠別枠の制度を創設しました。

　信用力や担保によらず、一律金利とし、当初３年間、基準金利から

0.9％の金利引き下げを実施。さらに、特別利子補給制度を併用するこ

とで、実質的には無利子となります。

マル経融資(小規模事業者経営改善資金融資)
　商工会議所などの経営指導員による経営指導を受けた小規模事業者

に対して、日本政策金融公庫が無担保・無保証人で融資を行う制度。

新型コロナウイルス感染症の影響を受けた事業者には当初3年間、通常

の貸付金利から0.9％の金利を引き下げます。　

 新型コロナウイルスに関する経営相談窓口
　全国の経営相談窓口一覧を経済産業省ホームページ特設ページ内に

掲載しています。「新型コロナウイルスに関する経営相談窓口一覧」で検

索してください。また、平日・休日ともに、午前9時から午後5時まで、「中

小企業金融相談窓口」を開設しています。

　詳しくは、同窓口(☎03－3501－1544)にお問い合わせください。

新型コロナウイルス感染症で

影響を受ける事業者の皆様へ
ー  経 済 産 業 省  ー

4
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客船の乗降スペース側から同ターミナルを紹介する木村光哉代表

　
境
夢
み
な
と
タ
ー
ミ
ナ
ル

は
、
境
港こ

う

管
理
組
合
が
公
募

し
て
、
Ｋ
Ｆ
Ｓ
共
同
企
業
体

を
運
営
者
に
決
定
。
文
具
・

雑
貨
の
小
売
お
よ
び
卸
売
業

な
ど
を
行
う
㈱
き
さ
ら
ぎ

(

馬
場
崎
町)

が
中
心
と
な

り
、
ビ
ル
総
合
管
理
事
業
の

㈱
山
陰
管
財(

松
江
市)

と

警
備
事
業
な
ど
を
手
掛
け
る

富
士
綜
合
警
備
保
障
㈱(

鳥

取
市)

が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
は
▽
き

さ
ら
ぎ
＝
建
物
全
般
の
管
理
、

ク
ル
ー
ズ
船
受
け
入
れ
業
務
、

竹
内
団
地
を
中
心
と
し
た
地

域
の
に
ぎ
わ
い
創
出
事
業
▽

山
陰
管
財
＝
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
全
般
▽
富
士
綜
合
警
備

保
障
＝
警
備
全
般
︱
で
す
。

　
同
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
、
鉄
筋

２
階
建
て
。
１
階
に
は
▽
Ｃ

Ｉ
Ｑ
エ
リ
ア
＝
検
疫
、
出
入

国
、
動
植
物
検
疫
、
税
関
な

ど
の
各
手
続
を
行
う
Ｓ
Ｏ
Ｌ

Ａ
Ｓ
制
限
区
域(

法
律
に
基

づ
き
、
人
や
車
両
な
ど
の
出

入
管
理
・
監
視
な
ど
を
行
う

区
域)

▽
待
合
エ
リ
ア(

待

合
ホ
ー
ル
、観
光
案
内
な
ど)

▽
事
務
・
会
議
エ
リ
ア(

発

券
事
務
所
、
管
理
事
務
室
、

警
察
詰
所
、
会
議
室
な
ど)

︱
が
あ
り
ま
す
。

　
２
階
の
施
設
は
▽
展
望
エ

リ
ア(

展
望
デ
ッ
キ
、
展
望
コ

ー
ナ
ー)

▽
Ｏ
Ａ
フ
ロ
ア(

Ｏ

Ａ
フ
ロ
ア
ス
ペ
ー
ス
２
室)

︱

で
す
。

　
ク
ル
ー
ズ
船
寄
港
の
際
、

待
合
ホ
ー
ル
で
は
、
観
光
案

内
や
物
品
販
売
、
イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
実
施
。
大
型
モ
ニ
タ

ー
も
設
置
す
る
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
ク
ル
ー
ズ
船
の
歓
迎
と
見

送
り
は
、
２
階
の
展
望
デ
ッ

キ
か
ら
で
き
ま
す
。
こ
れ
ま

で
は
、
ク
ル
ー
ズ
船
が
寄
港

し
て
い
る
場
所
に
立
ち
入
る

時
は
一
定
の
手
続
き
が
必
要

で
し
た
が
、
そ
の
必
要
は
な

く
な
り
ま
す
。

　
寄
港
の
な
い
と
き
は
、
待

合
エ
リ
ア
や
会
議
室
を
各
種

の
催
し
な
ど
に
貸
し
出
し
ま

す
。
秋
に
は
Ｓ
ｅ
ａ
級
グ
ル

メ
全
国
大
会
も
開
催
さ
れ
る

予
定
で
す
。
さ
ら
に
、
館
内

を
利
用
し
、
ド
ロ
ー
ン
体
験

会
や
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
、

マ
ル
シ
ェ
、
展
示
会
、
ビ
ア

ガ
ー
デ
ン
な
ど
も
検
討
し
て

い
ま
す
。

　
木
村
代
表
は
、「
地
域
の

た
め
に
活
用
で
き
る
身
近
な

施
設
が
新
し
く
で
き
た
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
施

設
の
利
用
を
通
じ
、
竹
内
エ

リ
ア
を
含
め
た
地
域
全
体
の

に
ぎ
わ
い
に
つ
な
が
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
語
り
ま

し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
タ
ー
ミ
ナ

ル(

☎
46
︱
０
６
８
８)

に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

夢
み
な
と
タ
ワ
ー
北
側(

竹
内
団
地)

で
、
整
備
が
進
め
ら

れ
て
き
た
国
際
貨
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
４
月
に
供
用
開
始
し

ま
す
。
こ
れ
は
、
入
港
が
相
次
ぐ
ク
ル
ー
ズ
客
船
、
環
日
本

海
定
期
貨
客
船
、
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船(

車
両
乗
り
入
れ
可
能
な
貨

物
船)

に
対
応
す
る
た
め
の
岸
壁
と
、
旅
客
上
屋
「
境
夢
み

な
と
タ
ー
ミ
ナ
ル
」
で
構
成
さ
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

同
上
屋
の
運
営
を
担
う
Ｋ
Ｆ
Ｓ
共
同
企
業
体
の
木
村
光
哉
代

表(

㈱
き
さ
ら
ぎ
・
代
表
取
締
役
社
長)

に
施
設
の
あ
ら
ま
し

や
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

　
出
入
国
在
留
管
理
庁
は
、

日
本
に
頻
繁
に
入
国
す
る
外

国
人
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
な
ど
で

一
定
の
要
件
を
満
た
す
外
国

人
を「
信
頼
で
き
る
渡
航
者
」

と
認
め
、
自
動
化
ゲ
ー
ト
で

出
入
国
手
続
を
行
う
こ
と
を

可
能
と
す
る
「
ト
ラ
ス
テ
ィ

ド
・
ト
ラ
ベ
ラ
ー
・
プ
ロ
グ

ラ
ム(

Ｔ
Ｔ
Ｐ)

」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
観
光
や
出
張
、

親
族
訪
問
な
ど
の
目
的
で
日

本
に
入
国
す
る
外
国
人
に
ま

で
同
制
度
の
対
象
者
を
拡
大

し
ま
し
た
。

　
Ｔ
Ｔ
Ｐ
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
事
前
に
申
請
し
て
か
ら
入

国
後
、
指
紋
と
顔
写
真
の
登

録
で
２
次
審
査
を
受
け
、
Ｔ

Ｔ
Ｐ
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け

る
と
、
自
動
化
ゲ
ー
ト
の
利

用
が
可
能
と
な
る
も
の
。

　
登
録
の
メ
リ
ッ
ト
は
▽
自

動
化
ゲ
ー
ト
を
利
用
し
て
審

査
待
ち
時
間
を
短
縮
▽
事
前

に
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
入
国
カ

ー
ド
を
作
成
可
能
▽
パ
ス
ポ

ー
ト
へ
の
認
印(

ス
タ
ン
プ

な
ど)

が
省
略
で
き
る
︱
な

ど
で
す
。

　
自
動
化
ゲ
ー
ト
は
現
在
、

成
田
国
際
空
港
、
羽
田
空
港
、

中
部
国
際
空
港
、
関
西
国
際

空
港
の
上
陸
審
査
場
お
よ
び

出
国
審
査
場
に
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
同
庁
出
入
国

管
理
企
画
係(

☎
０
３
︱
３

５
８
０
︱
４
１
１
１)

に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

外
国
人
渡
航
者
の
自
動
化
ゲ
ー
ト

利
用
対
象
者
を
拡
大
出入国在留
管　理　庁

KFS共同企業体・木村光哉代表に聞く

境夢みなとターミナルが供用開始
クローズアップ

　
鳥
取
県
立
鳥
取
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
は
、「
と
っ
と
り
ビ
ジ

ネ
ス
人
材
・
求
人
紹
介
サ
イ

ト
」
を
開
設
。
同
サ
イ
ト
に

掲
載
す
る
企
業
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　
同
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
は
、
県

内
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
人
材
確

保
を
支
援
す
る
た
め
、
大
手

求
人
検
索
エ
ン
ジ
ン
を
活
用

し
た
同
サ
イ
ト
を
開
設
し
ま

し
た
。

　
掲
載
の
条
件
は
、
県
内
企

業
で
、
経
営
戦
略
上
必
要
と

す
る
ビ
ジ
ネ
ス
経
験
や
技
能
、

専
門
性
を
有
す
る
人
材
を
求

め
て
い
る
こ
と
で
す
。

　
同
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
る

と
、
国
の
定
め
る
基
準
で
オ

ー
プ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
さ

れ
ま
す
。

　
掲
載
の
メ
リ
ッ
ト
は
▽
高

い
Ｐ
Ｒ
効
果
＝
「
ヤ
フ
ー
仕

事
検
索
」
な
ど
、
他
の
求
人

検
索
で
も
表
示
さ
れ
、
全
国

の
求
職
者
に
ア
ピ
ー
ル
で
き

る
▽
簡
単
な
採
用
活
動
＝
パ

ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

か
ら
簡
単
に
採
用
活
動
が
で

き
る
▽
す
べ
て
無
料
＝
求
人

掲
載
や
ス
カ
ウ
ト
機
能
の
使

用
、
求
人
票
作
成
の
支
援
も

す
べ
て
無
料
︱
な
ど
で
す
。

　
ま
た
、
資
本
金
が
10
億
円

未
満
な
ど
の
一
定
の
要
件
を

満
た
せ
ば
、「
移
住
支
援
金

対
象
法
人
」
と
な
り
、
同
サ

イ
ト
に
表
示
さ
れ
る
た
め
、

移
住
就
職
を
さ
ら
に
後
押
し

し
ま
す
。

　
移
住
支
援
金
は
、
東
京
23

区
に
在
住
、
ま
た
は
通
勤
し

て
い
る
人
が
鳥
取
県
に
移
住

し
、
対
象
法
人
に
就
業
し
た

場
合
、
最
大
１
０
０
万
円
が

支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
同
ビ
ジ
ネ
ス
人
材
・
求
人

紹
介
サ
イ
ト
に
つ
い
て
、
詳

し
く
は
同
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

(

☎
０
８
５
７
︱
51
︱
０
５

０
１)

へ
。

ビ
ジ
ネ
ス
人
材
の
採
用
に
力

大
手
求
人
検
索
サ
イ
ト
を
活
用
県 立 鳥 取
ハローワーク

過剰在庫の売買情報

全国に発信
ー 大阪商工会議所 ー

　大阪商工会議所がインターネッ
ト上で運営する「ザ・ビジネスモ
ール」は、ことし５月31日までの
期間限定で、同モール内に特設ペ
ージ「ＢＭ ＳＯＳモール」を開設
しています。
　同ページは、拡大している新型
コロナウイルス感染症の影響で経
済的に打撃を受けている中小企業
の販路開拓や必要資材の調達を支
援するものです。
　「過剰在庫を売りたい」「資材調
達に苦慮していて、すぐにでも買
いたい」という企業ニーズの情報
を無料で登録でき、全国に発信す
ることで過剰在庫問題の解決に役
立ちます。
　同モールの利用にあたっては、
ユーザー登録が必要です。登録に
は、各地商工会議所からの登録が
必要になります。ユーザーになる
と、同モールの他メニューも利用
可能です。
　詳しくは、境港商工会議所相談
課(☎４４－１１１１)へ。
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電話 0859－42－3817　Fax 0859－42－2431
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鳥
取
県
が
整
備
を
進
め
て

き
た
「
白
砂
青
松
の
弓
ヶ
浜

サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
」
は
、

３
月
22
日
に
全
線
が
開
通
し
、

供
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
県
は
、
２
０
１
３
年
度
か

ら
同
コ
ー
ス
の
整
備
に
着
手
。

未
開
通
だ
っ
た
国
道
４
３
１

号
沿
い
の
夜
見
町
交
差
点
か

ら
和
田
町
ま
で
の
約
２
・
５

㌔
の
整
備
が
完
了
し
、
境
夢

み
な
と
タ
ー
ミ
ナ
ル(

竹
内
団

地)

か
ら
皆
生
温
泉(

米
子

市
皆
生
新
田)

ま
で
の
約
15

・
８
㌔
が
結
ば
れ
た
も
の
。

　
併
せ
て
、
岩
美
町
か
ら
境

港
市
ま
で
を
つ
な
ぐ
総
延
長

１
４
０
㌔
の
「
と
っ
と
り
横

断
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
」

も
完
成
し
ま
し
た
。

　
供
用
開
始
を
記
念
し
て
、

Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｏ
夢
み
な
と
タ
ワ

ー(

竹
内
団
地)

で
セ
レ
モ
ニ

ー
が
行
わ
れ
、
関
係
者
ら
が

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
祝
福
し
、

全
国
公
募
し
て
い
た
「
と
っ

と
り
横
断
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ

ー
ド
」
の
愛
称
を
「
鳥
取
う

み
な
み
ロ
ー
ド
」
と
決
定
。

　
セ
レ
モ
ニ
ー
終
了
後
は
、

県
内
外
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
愛

好
者
ら
約
１
０
０
人
が
早
速
、

走
り
初
め
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
同
コ
ー
ス
整
備
の
目
的
は
、

全
国
的
に
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を

楽
し
む
人
が
増
加
し
、
大
山

周
辺
や
中
海
周
辺
で
も
美
し

い
自
然
や
風
景
を
求
め
、
国

内
外
か
ら
観
光
客
が
増
加
す

る
中
、
同
自
転
車
道
を
整
備

す
る
こ
と
で
、
サ
イ
ク
リ
ン

グ
の
安
全
性
を
向
上
し
、
さ

ら
な
る
誘
客
で
地
域
活
性
化

を
図
る
こ
と
で
し
た
。

　
完
成
し
た
コ
ー
ス
は
、
白

砂
青
松
の
弓
ヶ
浜
半
島
や
大

山
、
日
本
海
、
島
根
半
島
な

ど
の
美
し
い
景
観
を
楽
し
め

る
こ
と
が
最
大
の
特
徴
。

　
道
幅
は
３
㍍
か
ら
４
㍍
と

広
く
、
路
面
の
起
伏
が
ほ
と

ん
ど
な
い
た
め
走
り
や
す
く
、

タ
ン
デ
ム
自
転
車(

座
席
が

前
後
に
二
つ
並
ん
だ
自
転

車)

で
の
走
行
や
ジ
ョ
ギ
ン

グ
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
、

多
様
な
楽
し
み
方
が
で
き
る

魅
力
あ
る
コ
ー
ス
で
す
。

　
県
は
２
０
２
０
年
度
中
、

全
線
開
通
を
記
念
し
た
県
横

断
サ
イ
ク
リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
県
西
部
総
合

事
務
所
西
部
観
光
商
工
課

(

☎
31
︱
９
６
２
９)

へ
。

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期

間
中
は
、
行
楽
な
ど
の
車
で

混
雑
す
る
た
め
、
交
通
渋
滞

や
交
通
事
故
が
多
発
す
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
次
の
こ
と

に
気
を
付
け
て
、
楽
し
い
ゴ

ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
し
ま

し
ょ
う
。

車
を
運
転
す
る
人

○
事
前
に
経
路
や
迂
回
路
、

交
通
情
報
を
確
認
し
、
休
憩

を
取
り
入
れ
た
ゆ
と
り
の
あ

る
運
転
計
画
を
立
て
ま
し
ょ

う
。

○
「
あ
お
り
運
転
」
な
ど
の

悪
質
で
危
険
な
運
転
は
、
重

大
な
交
通
事
故
に
つ
な
が
る

危
険
性
が
あ
る
の
で
絶
対
に

や
め
ま
し
ょ
う
。
車
間
距
離

を
十
分
に
取
り
、
思
い
や
り

運
転
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
運
転
す
る
と
き
は
、
運
転

に
集
中
し
、
疲
れ
た
ら
適
宜
、

休
憩
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

○
全
て
の
座
席
で
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
を
着
用
し
、
６
歳
未
満

児
が
乗
車
す
る
場
合
は
、
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
正
し
く

使
用
し
ま
し
ょ
う
。

○
日
没
前
に
前
照
灯
を
点
灯

し
、
こ
ま
め
な
ハ
イ
ビ
ー
ム

へ
の
切
替
え
を
習
慣
付
け
ま

し
ょ
う
。

歩
行
者
・
自
転
車
利
用
の
人

○
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、

左
右
の
安
全
を
必
ず
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

○
夕
暮
れ
時
・
夜
間
は
反
射

材
用
品
を
着
用
し
、
自
転
車

は
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
ま
し
ょ

う
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
警
察
署

(

☎
44
︱
０
１
１
０)

に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

マンボウまつりをアピールする大池明館長

企業・労働者の相談窓口
　西部地域産業保健センターは、
企業と労働者の健康や長時間労働
について個別相談を行っています。

○平日、午後１時３０分から３時３０分まで
○米子市久米町の西部医師会館会議室で
個別に相談に応じます。（無料）

○お問い合わせは、西部地域産業保健セ
ンターまで。（☎２２－３５７０）

４月の相談日
4月 2日㈭ 産 業 医
4月 9 日㈭ 産 業 医
4月16日㈭ 産 業 医
4月23日㈭ 産 業 医
4月30日㈭ 産 業 医

　
海
と
く
ら
し
の
史
料
館

(

花
町)

は
、
マ
ン
ボ
ウ
ま
つ

り
を
開
催
し
ま
す
。
２
０
１

８
年
か
ら
毎
年
開
催
し
て
、

今
回
が
３
回
目
。

　
同
ま
つ
り
は
、
史
料
館
が

日
本
一
大
き
い
マ
ン
ボ
ウ
の

は
く
製
を
所
蔵
し
て
い
る
こ

と
に
ち
な
み
、
マ
ン
ボ
ウ
を

普
及
し
て
い
こ
う
と
い
う
趣

旨
で
始
め
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
同
館
の
大
池
明
館
長
は

「
今
回
は
マ
ン
ボ
ウ
の
研
究

に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
内
容
で
、

新
知
識
を
満
載
し
て
い
ま
す
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
を
挟

ん
だ
イ
ベ
ン
ト
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
」

と
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
同
ま
つ
り
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
で
す
。

日
時
　
４
月
17
日
㈮
～
５
月

25
日
㈪(

火
曜
日
定
休)

　
午

前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

場
所
　
海
と
く
ら
し
の
史
料

館 

展
示
室(

花
町)

内
容
　
期
間
中
の
常
設
展
示

＝
因
府
暦
年
大
雑
集
の
異
魚

パ
ネ
ル(

江
戸
時
代
に
鳥
取

県
で
と
れ
た
マ
ン
ボ
ウ
）、

マ
ン
ボ
ウ
博
士
の
澤
井
悦
郎

氏
の
マ
ン
ボ
ウ
講
演(

録
画)

、

よ
く
わ
か
る
マ
ン
ボ
ウ
パ
ネ

ル
展
、
江
戸
の
翻
車
魚(

マ

ン
ボ
ウ)

絵
図
、
マ
ン
ボ
ウ

の
は
く
製
を
持
っ
て
記
念
撮

影
な
ど

入
館
料
　
大
人
＝
４
１
０
円
、

小
・
中
学
生
、
高
校
生
＝
１

０
０
円
、
幼
児
・
70
歳
以
上

＝
無
料

　
詳
し
く
は
、
同
館(

☎
44

︱
２
０
０
０)

へ
。

セレモニー終了後にサイクリングコースを走り初めする愛好者ら

　
桜
ま
つ
り
実
行
委
員
会
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
拡
大
を
防
止
す
る

た
め
、「
境
台
場
公
園
桜
ま

つ
り
」
の
開
催
を
中
止
し
ま

し
た
。

　
こ
の
た
め
、
ぼ
ん
ぼ
り
設

置
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、
ス
テ

ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
境
港
灯
台

開
放
、
昭
花
ク
ラ
ブ
連
合
会

作
品
展
な
ど
は
、
行
い
ま
せ

ん
。

　
今
回
す
で
に
応
募
し
て
い

た
だ
い
た「
桜
川
柳
」と「
桜

の
絵
」
は
来
年
の
応
募
作
品

と
合
わ
せ
て
審
査
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
同
実
行
委
員

会(

境
港
市
観
光
協
会
内
・

☎
47
︱
３
８
８
０)

に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

４
月
17
日
〜
５
月
25
日

マ
ン
ボ
ウ
ま
つ
り

知
的
好
奇
心
刺
激
す
る
イ
ベ
ン
ト
満
載
海とくらし
の 史 料 館

全県横断の鳥取うみなみロードも開通

記念セレモニーと自転車の走り初め

白砂青松
の弓ヶ浜サイクリングコース供用を開始

渋滞と交通事故

GW期間中は気をつけて
ー 境港警察署 ー

中
止
を
決
定

中
止
を
決
定

境
台
場
公
園
桜
ま
つ
り
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株式会社 友和・保険センター
本　店 〒683-0802 鳥取県米子市東福原7-2-6  TEL（0859）34-4938  FAX34-5660
境港店 〒684-0071 鳥取県境港市外江町2361-2  TEL（0859）21-0117  FAX21-0118

ホームページ ： www.youwa-hoken.jp/

～ 境港店店長  鷲澤からのお得情報 ～

GK 見守るクルマの保険

一度、当代理店ホームページへ↓↓↓

専用のドライブレコーダーでお客さまの
安全運転をしっかり見守ります！

◎事故緊急自動通報サービス　安全運転支援アラート など

 米子市水道局指定工事店

 公共下水道指定工事店　ＬＰガス　住宅設備機器

鳥取県境港市幸神町１５４番地

TEL(0859)45-2131(代)

足立燃料有限会社
代表取締役社長 足 立 　 祥
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青色申告会

お客さんと話すのが大好きな新田隼子さん

　
サ
ク
ラ
の
季
節
も
そ
ろ
そ

ろ
終
わ
り
、
新
年
度
が
始
ま

り
ま
し
た
。
青
色
申
告
会
女

性
部
の
今
年
度
の
活
動
も
新

た
に
始
ま
り
ま
す
。
今
年
度

も
ま
た
、
色
々
と
企
画
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
皆
様
も「
心
と
身
体
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
」に
気
を
付
け

て
お
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま

す
が
、
私
の
場
合
は
、
確
定

申
告
の
準
備
な
ど
で
遠
ざ
か

っ
て
い
た
休
日
の
遠
出
を
ま

た
再
開
し
、
心
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
や
体
力
の
回
復
を
目
指

そ
う
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
向
け

て
皆
様
の
ご
意
見
、
ご
希
望

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I

【事業所のあらまし】
事業所名	 新田文具店
代 表 者	 新田 隼子（にった・じゅんこ）
所 在 地	 境港市松ヶ枝町13
事業内容	 文具店
営 業 日	 年中無休
営業時間	 9：00～1７：00
T E L	 0859-４２-２３１８

税務・会計
一口メモ

…27
振替納税にご注意

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
２
０
１
９
年
分
の
確

定
申
告
が
１
カ
月
延
長
さ
れ
、

４
月
16
日
㈭
が
申
告
期
限
と

な
り
ま
し
た
。
全
国
一
律
の

延
長
は
、
初
め
て
の
こ
と
で

す
。

　
税
金
を
現
金
で
納
付
す
る

場
合
は
、
４
月
16
日
ま
で
の

納
付
と
な
り
ま
す
が
、
振
替

納
税
を
選
択
し
て
い
る
場
合

に
は
、
次
の
点
に
注
意
が
必

要
で
す(

所
得
税
と
消
費
税

で
振
替
日
が
違
い
ま
す)

。

２
０
１
９
年
分
確
定
申
告

に
よ
る
納
税

所
得
税
の
場
合
　
振
替
納
税

を
選
択
し
て
い
る
場
合
、
指

定
口
座
か
ら
５
月
15
日
㈮
に

引
き
落
と
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

分
割
納
付
の
場
合
に
は
一
回

目
の
振
り
替
え
が
５
月
15
日
、

延
納
部
分
に
つ
い
て
は
６
月

１
日
㈪
と
な
り
ま
す
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
残
高
に
ご
注
意
下

さ
い
。

消
費
税
の
場
合
　
振
替
納
税

を
選
択
し
て
い
る
場
合
、
指

定
口
座
か
ら
５
月
19
日
㈫
に

引
き
落
と
さ
れ
ま
す
。
な
お
、

消
費
税
に
は
分
割
納
付
の
制

度
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
確

定
税
額
を
一
括
で
支
払
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。

予
定
納
税

　
２
０
１
９
年
分
の
所
得
税

額
や
消
費
税
額
が
一
定
金
額

以
上
で
あ
っ
た
場
合
、
次
年

度
の
税
額
も
考
慮
し
て
お
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

所
得
税
の
予
定
納
税
　
申
告

納
税
額
が
15
万
円
以
上
で
あ

っ
た
場
合
、
予
定
納
税
と
し

て
第
１
期(

７
月)

、
第
２
期

(

11
月)

に
そ
れ
ぞ
れ
、
予
定

納
税
基
準
額
の
３
分
の
１
の

所
得
税
を
納
付
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

消
費
税
の
中
間
申
告
　
直
前

課
税
期
間
の
消
費
税
額
が

48
万
円(

地
方
消
費
税
は
含

み
ま
せ
ん)

を
超
え
る
場
合

に
は
、
中
間
申
告
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
M

　
新
田
文
具
店
は
、
１
９
４

６（
昭
和
21
）年
に
開
業
し
ま

し
た
。「
お
店
を
始
め
た
の
は

私
の
両
親
で
す
。
も
と
も
と
、

父
は
大
阪
で
精
密
機
械
の
製

作
会
社
を
営
ん
で
い
ま
し
た

が
、
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
、

や
む
な
く
母
の
郷
里
・
境
港

に
身
を
寄
せ
る
こ
と
に
な
り
、

商
売
を
始
め
ま
し
た
」と
話

す
新
田
隼
子
さ
ん
。

　
同
店
は
開
業
以
来
、
ず
っ

と
商
店
街
の
移
り
変
わ
り
の

様
子
を
見
て
き
ま
し
た
。
大

勢
の
買
物
客
で
賑
や
か
だ
っ

た
頃
、
閉
店
が
続
き
シ
ャ
ッ

タ
ー
の
枚
数
が
ど
ん
ど
ん
増

え
て
い
っ
た
頃
、
そ
し
て
妖

怪
の
お
陰
で
沢
山
の
観
光
客

が
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
今

日
こ
の
頃
の
商
店
街
と
…
。

　
お
店
に
も
大
き
な
流
れ
が

あ
り
ま
し
た
。
小
学
生
、
中

学
生
が
た
く
さ
ん
い
た
昭
和

30
年
代
や
40
年
代
は
鉛
筆
、

消
し
ゴ
ム
な
ど
、
文
具
類
の

販
売
が
好
調
で
同
業
店
も
何

軒
か
あ
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
い
わ
ゆ
る
郊
外

型
ス
ー
パ
ー
の
出
現
で
人
の

流
れ
が
変
わ
り
、
代
っ
て
現

れ
た
の
が
外
国
人
ツ
ア
ー
客

に
よ
る
爆
買
い
で
し
た
。
主

に
筆
記
用
具
全
般
を
何
十

本(

個)

単
位
で
購
入
し
ま

す
が
、
そ
の
際
に
必
ず
確
認

さ
れ
る
の
が「
メ
イ
ド
・
イ

ン
・
ジ
ャ
パ
ン
？
」で
す
。

　
水
木
ロ
ー
ド
沿
い
の
お
店

な
の
に
妖
怪
が
い
な
い
な
と

見
渡
せ
ば
、
い
ま
し
た
、
い

ま
し
た
。
小
さ
な
妖
怪
ス
タ

ン
プ
が
。
ま
さ
に
妖
怪
ら
し

く
、
他
の
商
品
の
陰
に
隠
れ

て
い
ま
し
た
。

　
新
田
さ
ん
は
仕
事
が
大
好

き
で
、
よ
ほ
ど
特
別
な
用
事

が
な
い
限
り
、
自
ら
接
客
に

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
時
折
、
助
け
に
登
場
す
る

娘
さ
ん
に
よ
れ
ば
、「
母
は
仕

事
好
き
と
言
う
よ
り
人
が
好

き
な
ん
で
す
。
会
話
や
お
し

ゃ
べ
り
が
大
好
き
で
。
旧
知

の
お
馴
染
さ
ん
は
も
と
よ
り
、

ち
ょ
っ
と
立
寄
ら
れ
た
観
光

の
お
客
さ
ん
と
も
商
売
そ
っ

ち
の
け
で
ロ
ー
ド
や
商
店
街

の
話
で
盛
り
上
っ
て
い
ま

す
」と
の
こ
と
。

　「
海
外
か
ら
の
お
客
さ
ん

の
た
め
に
も
挨
拶
く
ら
い
は

で
き
な
く
て
は
」と
勉
強
の

毎
日
だ
そ
う
で
す
。

　
お
店
の
こ
れ
か
ら
を
新
田

さ
ん
に
尋
ね
ま
し
た
。「
全
く

分
か
り
ま
せ
ん
。
考
え
た
こ

と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
言

え
る
こ
と
は
、
足
腰
が
丈
夫

な
う
ち
、
お
し
ゃ
べ
り
が
で

き
る
間
は
何
歳
に
な
ろ
う
と

も
お
客
さ
ん
の
お
相
手
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
れ

が
私
の
健
康
法
で
あ
り
、
生

甲
斐
で
す
か
ら
。
そ
れ
に
孫

た
ち
に
小
遣
も
あ
げ
た
い
し

ネ
」と
小
さ
な
声
で
笑
い
な

が
ら
言
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
大
阪
生
ま
れ
の
私

も
今
や
古
い
住
人
と
な
り
、

こ
の
地
の
人
に
か
わ
い
が
ら

れ
、
商
い
を
生
き
が
い
と
し

て
楽
し
ん
で
い
ま
す
」と
も
。

　
水
木
ロ
ー
ド
散
策
の
折
、

新
田
文
具
店
を
覗
い
て
み
ま

せ
ん
か
。
お
茶
は
出
な
い
と

思
い
ま
す
が
、
美
人
親
子
の

笑
顔
と
お
し
ゃ
べ
り
が
あ
な

た
を
待
っ
て
い
ま
す
。
　
Y

境港青色申告会  青色ひろば

インターネットの基礎知識 ⑨

ネットを使って生活する

　コロナウイルス関連のニュースで、「極力自宅で…」と
か、「テレワーク(在宅勤務)」という言葉を何度か聞きま
した。
　はたして、境港で自宅から出ずに生活できるのでしょ
うか？　自宅から出ずにできることを探してみました。
　実はネットでほとんどのものが購入できます。家具
や事務用品、花、家電などなど、できるだけまとめて
購入すれば、運賃も割安になるし、ポイントがついて
お得になることが多いのです。
　販売サイトでは「楽天市場」や「ヤフーショップ」など
が有名ですが、まとめて購入するのであれば「Amazon
(アマゾン)」がおすすめです。
　Amazonから発送の商品であれば、購入金額によっ
ては、運賃が無料になることもあります。Amazonの
中には、「Amazonフレッシュ」という鮮魚や新鮮な野菜
を販売しているカテゴリーもあります。残念ながら境
港は対応地域外のようですが。
　せっかくなので生鮮食品などを購入できるサービス
はないかと探してみました。見つけました！
　「スーパーマーケットまるごう」が行っている「買い物
代行サービス」です。
　境港市、米子市、日野町限定のサービスになってい
ました。3000円以上の買い物で代行手数料は無料にな
りますし、まるごうのサイトでチラシを見て、電話で
注文というのもできます。ぜひ、店頭またはサイトで
確認してみてください。
　ネットで選んで注文というわけではありませんが、
極力、家から出ないで過ごすことはできそうです。
　ネットでの生鮮食品購入なら、早くて翌日到着とい
うものは、たくさん出てきます。
　今後、同じようなことがないとも限りません。何が
できて何ができないのかを知っておくことは、大事な
ことだと思います。いつもネットでできることを探し
てみてください。

　　　　PEGAZOU shop ぺガ蔵
　　　　佐々木 隆成

今
年
度
の
活
動
に
向
け
て

北

新田文具店

●

●

池渕医院

㈲柏木商会

水木しげるロード

女
性
部
だ
よ
り

青色申告会の元気企業

商店街とともに歩んだ老舗

ー 新田文具店 ー



私達は、人と地域とエネルギーの調和ある発展を求め、
生活創造産業として
心豊かな人間社会の実現に貢献します。

地域のコミュニティとして広がるネットワーク

〒684-0002 境港市弥生町206 TEL（0859）42‐2155㈹ FAX（0859）42-3645

　
働
き
方
改
革
を
推
進
す
る

た
め
の
一
つ
の
手
段
と
し
て
、

テ
レ
ワ
ー
ク
の
導
入
が
あ
り

ま
す
。
通
信
機
器
を
導
入
し

て
職
場
と
つ
な
ぎ
、
在
宅
や

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
で
仕

事
を
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
防
止
も
併
せ
て
、
利

正解と当選者

米子鬼太郎空港のおすすめメニューの紹介!!

米子鬼太郎空港のお店には、おすすめメニューがいっぱい‼
今回は滑走路を眺めながら出雲蕎麦を楽しめる
『蕎麦処 阿礼』を紹介いたします♫

あ  れい

空港内の飲食店はその他に、
★山陰のとれたて海鮮を味わえる『 炉端かば 』

★本格カレーとカフェメニューを揃えた『 日乃屋カレー × ラバール 』
　の2店舗ございます。皆様お誘いあわせの上、是非お越しください♪

米子鬼太郎空港 ２階
営業時間
10:00～20:00
（ラストオーダー19:45）
TEL　0859-45-5390

シンプルに出雲蕎麦をいただく！
イチオシ！

期間限定

メニュー

◀『割子蕎麦』
　3段  780円
　4段  910円
　5段  1,040円/（税込）

▲『三色割子そばと極うま卵かけご飯』
　1,180円（税込）
　お蕎麦に、おろし梅・海老天・岩のり
　とろろの豪華3点盛り!!

味わい深い出雲蕎麦を米子空港でお楽しみ下さい！

用
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。
境

港
商
工
会
議
所
で
も
こ
の
た

び
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
関
す
る
日
本
商
工

会
議
所
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
」

に
複
数
の
職
員
が
参
加
し
ま

し
た
。
東
京
の
会
場
に
行
く

こ
と
な
く
、
こ
こ
境
港
市
で

会
議
に
参
加
で
き
た
の
で
す
。

今
回
は
、
日
本
商
工
会
議
所

の
担
当
者
や
政
府
関
係
者
の

説
明
を
聞
く
だ
け
に
留
ま
り

ま
し
た
が
、
意
見
交
換
な
ど

も
で
き
る
よ
う
に
な
る
そ
う

で
す
。
そ
の
場
所
に
行
か
な

く
て
も
仕
事
の
で
き
る
テ
レ

ワ
ー
ク
は
、
通
勤
時
間
の
短

縮
な
ど
、
労
働
時
間
削
減
に

大
き
な
力
を
発
揮
す
る
の
で

は
と
思
い
ま
し
た
。

Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｏ

夢
み
な
と
タ
ワ
ー

4
月
の
イ
ベ
ン
ト

 

高
岡
健
二

 

「
海
の
流
木
ア
ー
ト
展
」

日
時
　
開
催
中
～
４
月
19
日

㈰
　
午
前
９
時
～
午
後
６
時

場
所
　
３
Ｆ
ロ
ビ
ー

料
金(

入
館
料)

　
▽
大
人

＝
３
０
０
円
▽
小
・
中
学
生

＝
１
５
０
円
▽
小
学
生
未
満

＝
無
料

 

夢
み
な
と
公
園
ク
イ
ズ
＆

 

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　
夢
み
な
と
タ
ワ
ー
や
隣
接

施
設
を
ま
わ
っ
て
ク
イ
ズ
＆

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
挑
戦
！

抽
選
で
素
敵
な
景
品
が
当
た

り
ま
す
。

日
時
　
開
催
中
～
５
月
10
日

㈰
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時 

　
詳
し
く
は
、
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｏ

夢
み
な
と
タ
ワ
ー(

☎
47
︱

３
８
０
０)

へ
。

　
前
回
ク
イ
ズ
の
問
題
は
、

「
松
田
十
郎
商
店(

松
江
市

美
保
関
町)

で
製
造
販
売
し

て
い
る
『
鯖
塩
辛
』
は
無
添

加
・
無
着
色
・
〇
〇
〇
で
す
。

〇
〇
〇
に
入
る
言
葉
は
、
ど

れ
で
し
ょ
う
」
と
い
う
も
の

で
、正
解
は
②
の
「
無
香
料
」

で
し
た
。

当
選
者
　
▽
松
原
春
江(

外

江
町)
▽
山
本
英
輔(

清
水

町)

▽
渡
部
る
い
子(

中
野

町)賞
品
　
鯖
塩
辛(

ノ
ー
マ
ル

＆
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
漬)

２

個
セ
ッ
ト

ス
ポ
ン
サ
ー
　
松
田
十
郎
商

店(

松
江
市
美
保
関
町)

次のクイズに答えてください。
①～③までのうち、どれか一つが正
解です。正解した人には抽選でプレ
ゼントを差し上げます。

高野産業㈲(米子市祇園町)の素朴な木目の
「杉のプランターカバー」は、地球にやさしい
製品ですが、それは次のうちどれに当てはま
るでしょうか。（ヒントは３ページ）

① エコロジー
② エコノミー
③ エコバッグ

ハガキにクイズの答え、住所、氏名、年齢、電話番号、
境港商工会議所ニュースについてのひとことを明記
して、下記の宛先まで送ってください。

応募のきまり

〒６８４-８６８６ 境港市上道町３００２
� 境港商工会議所 クイズ係

宛先

4月8日㈬(当日消印有効)応募締切

ＦＡＸ（４２－６５７７）
［E-mail］cci＠sakaiminato.comでもＯＫ。

スポンサー　　高野産業㈲(米子市祇園町)

賞品  「杉のプランターカバー」
　　　　　  1名様

8

商工会議所会員を招いて

招待席
【事業所のあらまし】
代 表 者 	藤山勝巳(ふじやま・かつみ)
所 在 地	 境港市中野町5285-1
　　　　　（シニアステージ中野町併設）
T E L	 0859-36-8141
営業時間	 10：30～17：00
　　　　　（L.O.16：30）
休 業 日	 毎週金曜日
事業内容	 飲食店(カフェ)

正福寺

上道駅

●●

北

●●

Ｊ
Ｒ
境
線

グランカフェF中野店
（メディカル・ケア米子グループ）

ふわふわ極上パンケーキ

店舗はシニアステージ中野町の左側

○創業のきっかけ？…当社は、高齢者住宅事業、経営コン
サルティング事業、飲食事業を山陰両県で展開していま

す。境港市内での飲食事業としては、2019(平成31)年4

月に当社が運営する「サービス付き高齢者向け住宅シニ

アステージ中野町」に併設する形でグランカフェＦ中野

店をオープンし、間もなく１周年となります。地域の皆

様にゆったりと幸せな時間を過ごしていただけるよう、

今後も社員一同努力してまいります。

○おすすめポイントは？…リコッタチーズのふわふわなパ
ンケーキが特に人気です。季節ごとに期間限定のパンケ

ーキもご用意しています。ランチメニューでは、甘めの

ケチャップがどこか懐かしいオムライスや、半熟卵の上

にのった太麺でもちもち食感のナポリタンも好評をいた

だいています。

○お客様は？…お一人様や女性同士のご来店が多いです。
観光や出張で県外から来ていただく人も増え、幅広くご

利用いただいています。お客様同士が顔見知りのケース

が多いのも中野店の特徴です。

○今後の事業展開（展望）？…入居者やそのご家族、自治会
の会合や学校の保護者会の集まりなど、地域の皆様の交

流スペースとなっていけたらと思っています。

○一言PR！…専用の銅板で焼き上げるふわふわ極上パン
ケーキが魅力のカフェです。くつろぎの空間で絶品スイ

ーツをお召し上がりください！

グランカフェF中野店
（メディカル・ケア米子グループ）

ペ
ン
を
置
い
て


